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１．橋梁計画と設計プロセス



三陸沿岸道路の整備
（被災地域の早期復興を促進）

道路としての要求性能

○強靱性確保ｑｑｑｑｑ

○復興まちづくり支援

気仙沼湾横断橋の計画

橋梁計画の課題抽出と設計方法等について検討

東日本大震災被災状況レビュー

《橋梁計画高、津波影響（波力・洗堀・漂流物）》

海上長大橋としての構造性

《耐震・耐風・維持管理等》

外的諸条件の整理

道路計画
・道路規格構造

・道路線形（縦平面）等

自然環境条件
・気象条件

・地形・地質

・地震・津波

土地利用・他管理施設
・港湾区域、漁業権区域

・河川（大川）

・県道・市道

・新規都計道（朝日町赤岩港線）

・各施設の復旧計画等考慮

気仙沼湾横断橋の設計

橋梁位置の照査橋長決定
高架橋を含む

１，３００ｍ

設計区間の設定

経間割・支間長の決定

橋梁型式候補の設定

設計上の課題
道示適用可否

比較設計・評価

型式決定

詳細設計（ＥＮＤ）

YES（陸上高架区間）

３．１１東日本大震災発生

ＮＯ（海上横断区間）

海上横断部橋梁
・最大スパン３００ｍ以上
・津波対策

陸上高架区間

海上横断区間

橋梁要求性能の整理
・使用目的との適合性
・構造物の安全性及び耐久性
・施工品質の確保
・維持管理の確実性及び容易さ
・環境との調和
・経済性

要求性能の項目別・段階別
検討ＳＴＥＰの設定

ＳＴＥＰ１
設計条件設定段階
・要求性能のクリア

ＳＴＥＰ２
型式比較設計段階
・性能の相対評価

ＳＴＥＰ３
詳細設計段階

・構造諸元
・断面設計
・付属物設計

橋梁形式候補の設定

比較設計・評価

性能とＬＣＣ含めた
経済性の両立

ＮＯ

YES

型式決定

詳細設計

各部材検討項目の整理

橋梁全体系での
基本形状設定

ＬＣＣミニマムとなる
部材断面の検討

部材別点検

計画等の策定

性能とＬＣＣ含めた
経済性の両立

トライアル

ＮＯ

YES

部材形状の決定

全体系の安全性・耐久性
解析及び評価

ＮＯ

トライアル

維持管理性の再評価

YES

設計完了

気仙沼湾横断橋（仮称）の計画及び設計プロセス
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検討事項 着眼点 検討事項 着眼点 検討事項 着眼点

使用目的との適合性 ○非常時においてもネットワークが寸断される
　 ことなく交通機能を確保できる橋梁

○供用期間中の保守等においても通行規制を
　 最小化し得る橋梁

○災害発生時における供用性確保を前提とした
   橋梁計画

計画高の設定
（津波＋漂流船舶）

○供用期間中における通行規制の最小化を各型式
   において相対評価

通行規制発生リスク
（点検・補修、異常気象）

○一部の部材の損傷や異常があっても、通行機能
　 を確保できる構造の検討

○供用期間中の通行阻害要因に対する構造対策

・部材の限界状態の設定
・フェールセーフ機構
・車両火災時の対応

構造物としての安全性及び耐久性 ○長期間において健全性を損なわないことを
　 基本とし、不測の異常や損傷があった場合
　 においても構造全体としての補完性及び代
　 替性を有することで機能の回復を速やかに
　 行い得る橋梁

○各型式の安全性・耐久性等に不利に作用する要
　 素を抽出し相対評価

・耐震性
・耐風安定性
・耐食性（塩害含む）

○異常時・災害時における速やかな復旧構造検討

○劣化進行が予測される部位の特定と対策検討

○耐震性・耐風性の動的解析による照査

・防食仕様の最適化
・防食性の高い断面形状
・構造諸元の安定性照査

施工品質の確保 ○施工により橋梁の耐久性に影響を与えるリス
　 ク等が生じない確実性の高い施工方法により
　 建設される橋梁

○各型式において施工難易度を相対評価 ・施工の特殊性
・海上部での施工期間

○修復性困難部位の特定と建設時での構造検討 ・初期段階での高品質化

維持管理の確実性及び容易さ ○点検・診断・措置（補修）のサイクルを安定的
   に実施可能な橋梁

○事前に点検や補修方法を設定した上で、これに
　伴い必要となる施設等の設置が橋梁計画に
　及ぼす影響を検討

点検・補修事前check
（点検設備、補修足場）

○各型式の点検、補修及び更新対象等のボリュー
   ム等相対評価

・点検部材数
・点検延長

○定期及び非常時の点検計画の作成
（点検部位、経路、点検設備、モニタリング手法）

○点検の容易さ考慮した細部構造（部材断面等）

　 の検討

○維持補修に優れた部材断面、部材配置の検討

・点検計画、点検付属
  施設設計
・点検作業性を考慮した
  細部設計
・補修・交換対象部材の
  事前特定及び作業方法
  スペース確保

環境との調和 ○気仙沼湾周辺の社会環境・自然環境に及ぼ
　 す影響の軽減と利用者の意識に配慮した景
   観性を備えた橋梁

○社会環境・自然環境に対するクリアすべき与条件
　 を整理し、型式候補を設定する上で重要となる支
　 点設置箇所の特定に向けた検討

径間割、支間長の設定
（外的諸条件との整合）

○各型式の施工時及び供用後における環境への
　 影響を相対評価

・社会環境への影響度
・地形改変度

○社会環境等への負荷軽減に配慮した施工方法
　 の検討

○景観性等に対するニーズの把握

・各施工ステップ毎の影響
　予測と対策工法の選定
・色彩やデザインなどの検討

経済性の配慮 ○他の要求性能を充足した上で建設費に加え
　　メンテナンス費を考慮したライフサイクルコス
　　トが最小となる橋梁

○候補案のコストの精度確保に向けた検討 コスト算出方法
イニシャル・ランニングコス
トの設定（部材補修・更新

サイクル）

○各型式のコスト比較 ・イニシャルコスト
・ランニングコスト

○要求性能とライフサイクルコストの両立に向けた
　 設計トライアル

・施工方法、仮設資材等
  を考慮した建設コストの
  積算
・メンテナンスシナリオに
  基づく補修及び更新費
  の積算

○構造物の安全性及び耐久性に影響を及ぼす現地
　 特性（気象、地質、地震、津波）の状況を把
  握するとともに、施工実績及び供用後の管理実績
  を有し、構造としての評価が得られる型式の検討

現地特性把握
（構造上のリスク）

施工実績の有無

道路管理者が本橋に求める要求性能

要求性能の段階的検討

ＳＴＥＰ１（設計条件設定段階） ＳＴＥＰ２（型式比較設計段階） ＳＴＥＰ３（詳細設計段階）

要求性能の整理及び段階的検討
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２．橋梁形式検討



選定橋梁一覧
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側　　　　面　　　　図 断　面　図

１

39.903
(200)

(南)BV23-12（橋梁）

(南)BV23-13（橋梁）

(南)BV23-14（橋梁）

(南)BV23-16（橋梁）

(南)BV23-15（橋梁）

(南)BV23-18（橋梁）

(南)BV23-19（橋梁）

(南)BV23-17（橋梁）

(南)BV23-22（橋梁）

(南)BV23-23（橋梁）

(南)BV23-20（橋梁）

(南)BV23-21（橋梁）

(南)BV23-25（切土）

(南)BV23-24（橋梁）

(南)BV23-26（盛土）

(南)BV23-27（盛土）

P4P3P2P1
A1

P9P8

P7
P6P5

P10 P11

A2

岸壁控え杭配置ライン

橋　長　1,344.000 m

斜張橋 L = 698.000 m

174.000 m 350.000 m 174.000 m69.000 m70.000 m70.000 m70.000 m

13373.6 13373.6 17564.8

17564.8

27260.4
38842.8

DL= 0.00 事務所事務所
冷蔵倉庫

▽7.0津波浸水高
計画河床高▽T.P -4.167m

▽T.P+7.200m
堤防天端高

N.H.H.W.L ▽1.710

▽-7.7

▽7.0津波浸水高

L

R

R

L

RL今回

基本水準面2.71m
S44.3地盤

計画高潮位▽T.P +3.100m

8.0

-70.00

第1案:吊 橋
　　　＋鋼2径間連続箱桁

DL= 0.00 事務所事務所
冷蔵倉庫

▽7.0津波浸水高
計画河床高▽T.P -4.167m

▽T.P+7.200m
堤防天端高

N.H.H.W.L ▽1.710

▽-7.7

▽7.0津波浸水高

L

R R

L

R

L

RL今回

基本水準面2.71m
S44.3地盤

計画高潮位▽T.P +3.100m

鋼斜張橋 L=698.000

174.000 174.000350.000

-70.00

第3案:鋼3+6径間連続箱桁橋
　　　＋鋼斜張橋

DL= 0.00

-70.00

DL= 0.00

-70.00

DL= 0.00 事務所事務所
冷蔵倉庫

▽7.0津波浸水高
計画河床高▽T.P -4.167m

▽T.P+7.200m
堤防天端高

N.H.H.W.L ▽1.710

▽-7.7

▽7.0津波浸水高

L

R

R

L

RL今回

9.0
基本水準面2.71m

S44.3地盤
計画高潮位▽T.P +3.100m

複合斜張橋 L=860.000

橋　長  1,520.000

160.000 160.000540.000

-70.00

第2案:鋼3+6径間連続箱桁橋
　　　＋複合斜張橋

DL= 0.00

-70.00

第4案:鋼3+6径間連続箱桁橋
　　　＋3径間連続トラス橋

DL= 0.00 事務所事務所
冷蔵倉庫

▽7.0津波浸水高
計画河床高▽T.P -4.167m

▽T.P+7.200m
堤防天端高

N.H.H.W.L ▽1.710

▽-7.7

▽7.0津波浸水高

L

R R

L

R

L

RL今回

基本水準面2.71m
S44.3地盤

計画高潮位▽T.P +3.100m

鋼３径間連続トラス L=698.000

橋　長  1,344.000

174.000 174.000350.000

-70.00

DL= 0.00

-70.00

22000

3000

15000

鋼管矢板基礎

N.H.H.W.L ▽1.710

6.0

30.0

320.000

橋　長  1,360.000

270.0001,240.000

PC桁 PC桁鋼桁

陸上部

990240060002400990

ＬＣ

17503500150035001750
39012000390

i=2.0% i=2.0%

港湾部
14780

3905500 30005500390
1750 3500 250 17503500250

500

500

1000

500

500

1500 1500

∇20.0∇20.5

∇-17.8

∇-0.27

60.0 60.0

∇-0.27

12000
LC

16.0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装t=80mm

LC

3500

390
1750 1500 17503500

39012000
500500

ケーブル中心間隔　16000

18300

アスファルト舗装t=80mm
鉄筋コンクリート床版t=240mm

990240060002400990

ＬＣ

アスファルト舗装t=80mm
17503500150035001750

39012000390

i=2.0% i=2.0%

鉄筋コンクリート床版t=240mm

主　径　間

鋼３径間連続箱桁橋

194.000
鋼６径間連続箱桁橋 L= 452.000

鋼３径間連続箱桁橋

194.000
鋼６径間連続箱桁橋 L= 452.000

鋼３径間連続箱桁橋

194.000
鋼６径間連続箱桁橋 L=466.000

P11

4.0

990240060002400990

ＬＣ

アスファルト舗装t=80mm
17503500150035001750

39012000390

i=2.0% i=2.0%

鉄筋コンクリート床版t=240mm

ＬＣ

アスファルト舗装t=80mm
17503500150035001750

39012000390

i=2.0% i=2.0%

22000

3000

15000

鋼管矢板基礎

N.H.H.W.L ▽1.710

P11

14780
3905500 30005500390

1750 3500 250 17503500250

500

500

1000

500

500

6000

2990 29906800

陸上部

陸上部

港湾部

陸上部

陸上部

990240060002400990

ＬＣ

17503500150035001750
39012000390

i=2.0% i=2.0%

港湾部

アスファルト舗装t=80mm
鉄筋コンクリート床版t=240mm

6000

P12

ＬＣ
i=2.0%i =2.0%

17503 500150035001750
39012000390

鋼管矢板基礎

N.H.H.W.L ▽1.710

P11

連続トラス

i=2.0%i=2.0%

17503 500150035001750
390390

鋼管矢板基礎

N.H.H.W.L ▽1.710

ニールセンローゼ

P12

18.0

17.5

12000

15.0 15.0

12780

∇20.5

▽ 20.500
16000

20000

N.H.H.W.L ▽1.710

アスファルト舗装t=80mm

i=2.0%i=2.0%

17503500150035001750
39012000390

14780
2390100002390

1278015002000 15002000

ＬＣ

P3A1 P1 P2

A2P10P9P8P7P6P5P4P3P2P1A1

P13

P11

P12

P14 P15

A2

P10P9
P8P7P6P5P4P3P2P1A1

P11

A2
P10P9

P8P7P6P5P4P3P2P1A1
P11

15.0

15.0

4.5
4.54.0

33.1

4.54.0
4.5

27.3 38.8

9.0

9.0
4.0 4.5

30.2

∇-0.27

∇-17.8

41.7

10.0 10.0

12.0 12.0

30.0
35.0

土工部176.000橋　長  1,344.000

DL= 0.00 事務所事務所
冷蔵倉庫

▽7.0津波浸水高
計画河床高▽T.P -4.167m

▽T.P+7.200m
堤防天端高

N.H.H.W.L ▽1.710

▽-7.7

▽7.0津波浸水高

L

R R

L

R

L

RL今回

基本水準面2.71m
S44.3地盤

計画高潮位▽T.P +3.100m

橋　長  1,344.000

150.000 300.000

-70.00

DL= 0.00

-70.00

第5案:
PC3+6径間連続ラーメン箱桁橋
＋ＰＣ斜張橋
＋PC2径間連結ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝT桁橋

∇20.0∇20.5

∇-17.8

∇-0.27

150.000

PC斜張橋 L=600.000
74.000

∇-17.8

194.000
PC６径間連続ラーメン箱桁橋 L=476.000PC３径間連続ラーメン箱桁橋

A2

P10

P9P8P7P6P5P4P3P2P1A1

P11

P12 P13

PC2径間連結ポステンＴ桁橋

5.0 5.5
5.5

15.0 15.0

35.9 47.5 24.9

第6案:鋼3+8径間連続箱桁橋
　＋ニールセンローゼ桁橋
　＋鋼3径間連続箱桁橋

DL= 0.00 事務所事務所
冷蔵倉庫

▽7.0津波浸水高
計画河床高▽T.P -4.167m

▽T.P+7.200m
堤防天端高

N.H.H.W.L ▽1.710

▽-7.7

▽7.0津波浸水高

L

R
R

L

R

L

RL今回

基本水準面2.71m
S44.3地盤

計画高潮位▽T.P +3.100m

橋　長  1,344.000

-70.00

DL= 0.00

-70.00

224.000
ニールセンローゼ L=300.000

∇-17.8

∇-0.27

194.000
鋼３径間連続箱桁橋

A2P10P9P8P7P6P5P4P3P2P1A1 P11 P12 P13 P14

鋼３径間連続箱桁橋

4.0 4.5
12.0 12.0

30.2 41.7

土工部176.000

土工部176.000

土工部176.000
鋼８径間連続箱桁橋 626.000

（2240） （2240）（9500）

（14000）

複合斜張橋

鋼斜張橋

PC斜張橋

▽ -7.800

▽ -17.800

▽ 10.000

▽ 20.000

▽ -7.800

▽ -17.800

▽ 10.000

▽ 20.000

▽ 38.437

▽ 20.000

▽ -17.800

▽ 20.000

▽ -17.800

▽ 39.095

▽ -7.800

▽ -17.800

▽ 10.000

▽ 20.000

▽ 38.437

▽ -17.800

▽ -7.800

▽ -17.800

▽ 10.000

▽ 20.000

▽ 38.437

▽ -17.800

▽ 38.437

第

案

２

第

案

３

第

案

４

第

案

５

第

案

６

第

案

面

平

図

17503500150035001750
39012000390

i=2.0% i=2.0%

∇PH
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要求性能 着眼点 評　価　内　容 ◎ ○ ▲

通行規制
発生リスク

（点検・補修）

橋梁点検や上部構造補修時の足場設置に伴う通行規制時間を相対的に評価。
　全ての型式が下路橋となっており、外面材等がある場合には、点検・補修の作業効率が低
く、通行規制時間が長くなることに着目

通行規制時間が短
い

通行規制時間は中
位

通行規制時間が長
い

通行規制
発生リスク

（異常気象）

強風時の通行確実性で評価。
　剛性の低い吊り構造は不利。

－ 吊り構造でない 吊り構造である

耐震性

地震発生時に、大きな地震力が生じ、損傷・不具合が起こりやすい特殊部材数で相対的に評
価。
　吊り橋・・・主塔基部、主ケーブル定着部、ハンガー定着部、サドル、支承部
　斜張橋・・・主塔基部、ケーブル定着部、支承部
　トラス橋・・・上弦材、下弦材、斜材、横構等のトラス格点部、支承部
　アーチ橋（ニールセンローゼ）・・・アーチリブ、ケーブル定着部、トラス格点部、支承部

特殊部材が
少ない

特殊部材数が
中位

特殊部材が多い

耐風安定性 動的耐風設計の必要性で評価。
動的耐風設計が
不要

動的耐風設計が
必要

－

耐食性
（塩害含む）

鋼部材の塗装面積とコンクリート部材の塗装面積の大小で評価。 鋼部材、Ｃｏ部材ど
ちらも面積が少ない

鋼部材、Ｃｏ部材の
片方だけが多い
（少ない）

鋼部材、Ｃｏ部材の
どちらも面積が多い

施工の特殊性
架設工法を踏まえ大規模地組ヤードの要否で評価。
　大規模な地組ヤードの確保や地盤改良などの施工上のリスクが生じる。

－
大規模な地組ヤー
ドが不要

大規模な地組ヤー
ドの地盤改良が必
要

海上部での
施工期間

海上施工期間により相対的に評価。
　海上での施工は、施工期間や施工品質の面でリスクを生じやすい。

工期が２年以下
工期が２年～３年
以下

工期が３年を超える

維持管理の
確実性及び
容易さ

点検のしやすさ
点検困難箇所（狭隘部、特殊箇所、高所部材、水中橋脚）数と点検に要する経路延長をそれ
ぞれ相対的に評価。

点検延長や点検困
難箇所数が少ない

中位
点検延長や点検困
難箇所数が多い

社会環境への
影響度

湾内橋脚設置数を相対的に評価。
湾内利用者や漁業従事者等が操舵不能等により、湾内設置橋脚への衝突等の懸念。

湾内脚数：０基 湾内脚数：１基
湾内脚数：
　　　　２基以上

地形改変度 構造物設置に伴う大規模な地形改変の有無を評価。 －
大規模な地形改変
は生じない

大規模な地形改変
が生じる

環境との調和

使用目的との
適合性

構造物として
の安全性

及び耐久性

施工品質の確保

要求性能の評価内容
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路面上部材への着雪が走行車両に落下し走行安全性を損なうリスクを路面上部材の積雪面積によって評価。積雪部材面積が小さい 積雪部材面積が中位 積雪部材面積が大きい

注） 赤書きは、委員会の指摘を受けて修正した箇所です。

走行安全性
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ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ：１．２３

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ※：１．００

第
５
案

第
６
案

気仙沼横断橋（仮称）　橋梁型式評価一覧表

第
１
案

第
２
案

環境との調和

・点検・補修時の通行規制時間が長い
・強風時の通行規制リスクが高い

・湾内に橋脚を設置しないことから社会環境への影響度は小さい
・アンカーレイジや主塔基礎設置のため大規模な地形改変が生じる

使用目的適合性

施工品質の確保

第
３
案

第
４
案

維持管理性

環境との調和

使用目的適合性

施工品質の確保

維持管理性

環境との調和

ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ：１．００

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ※：１．２２

使用目的適合性

施工品質の確保

維持管理性

合計　１．４２

ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ：１．５２

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ※：１．３２

使用目的適合性

維持管理性

環境との調和

安全性・耐久性

施工品質の確保

使用目的適合性

施工品質の確保

維持管理性

安全性・耐久性

・点検・補修時の通行規制時間が中位
・強風時の通行規制リスクが低い

・桁中間部はフローティングクレーンで一括架設となるため大規模な地組ヤードが必要
・海上部での施工期間が短く、施工品質面でのリスクが小さい

環境との調和

・点検・補修時の通行規制時間が中位
・強風時の通行規制リスクが高い

・直下吊り架設となることから大規模な地組ヤードが不要
・海上部での施工期間が長く、施工品質面でのリスクが大きい

・点検困難箇所（高所部材等）が多く、点検性は劣る

・湾内に橋脚を設置しないことから社会環境への影響度は小さい
・アンカーレイジや主塔基礎設置のため大規模な地形改変が生じる
・点検・補修時の通行規制時間が短い
・強風時の通行規制リスクが高い

・張出架設となることから大規模な地組ヤードが不要
・海上部での施工期間が短く、施工品質面でのリスクが小さい

・点検箇所へのアクセス性が優れ点検困難箇所も少ないため点検性に優れる

・湾内に橋脚を３基設置することから社会環境への影響度は大きい
・大規模な地形改変は生じない

・地震時に構造上の大きな損傷が生じやすい部材数が中位
・耐風安定性に優れる
・耐食性（塩害）に対する部材再塗装面積が多い

・点検困難箇所（狭隘部、水中橋脚等）が多く点検性は劣る

・湾内に橋脚を２基設置することから社会環境への影響度は大きい
・大規模な地形改変は生じない
・点検・補修時の通行規制時間が中位
・強風時の通行規制リスクが低い

合計　１．２１

ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ：１．２６

・アーチ桁部はフローティングクレーンで一括架設となるため大規模な地組ヤードが必要
・海上部での施工期間が短く、施工品質面でのリスクが小さい

・点検困難箇所（狭隘箇所、水中橋脚等）が多く、点検性は劣る

・地震時に構造上の大きな損傷が生じやすい部材数が中位
・耐風安定性に劣る
・耐食性（塩害）に対する部材再塗装面積は中位
・張出架設となることから大規模な地組ヤードが不要
・海上部での施工期間が長く、施工品質面でのリスクが大きい

・点検困難箇所（高所部材等）が多く、点検アクセス性も劣る

・湾内に橋脚を１基設置することから社会環境への影響度は中位
・大規模な地形改変は生じない
・点検・補修時の通行規制時間が中位
・強風時の通行規制リスクが高い

・湾内に橋脚を１基設置することから社会環境への影響度は中位
・大規模な地形改変は生じない

合計　１．１４

合計　１．１１

ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ：１．０４

評　価　内　容

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ※：１．６５

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ※：１．２６

合計　１．００

・地震時に構造上の大きな損傷が生じやすい部材数が多い
・耐風安定性に劣る
・耐食性（塩害）に対する部材再塗装面積は中位

安全性・耐久性

○

・直下吊り架設となることから大規模な地組ヤードが不要
・海上部での施工期間が長く、施工品質面でのリスクが大きい

・点検困難箇所は少ないが点検箇所へのアクセス性等が劣るため点検性は中位

・地震時に構造上の大きな損傷が生じやすい部材数が多い
・耐風安定性に劣る
・耐食性（塩害）に対する部材再塗装面積は中位

安全性・耐久性
・地震時に構造上の大きな損傷が生じやすい部材数が少ない
・耐風安定性は中位
・耐食性（塩害）に対する部材再塗装面積は中位

安全性・耐久性
・地震時に構造上の大きな損傷が生じやすい部材数が多い
・耐風安定性に優れる
・耐食性（塩害）に対する部材再塗装面積が多い

環境との調和

使用目的適合性

施工品質の確保

維持管理性

安全性・耐久性

※ランニングコストは、供用後１００年間の維持管理費を計上
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▲
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気仙沼湾横断橋（仮称）橋梁形式評価一覧表
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注）上記側面図の寸法は、コスト比較のため概略的に想定したものです。

赤書きは、委員会の指摘を受けて修正した箇所です。

◎

◎

▲

路上部材の積雪面積は中位、安全走行性のリスクはやや低い
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路上部材の積雪面積が大きく安全走行性のリスクは高い

路上部材の積雪面積が小さく安全走行性のリスクは低い

路上部材の積雪面積が大きく安全走行性のリスクは高い

路上部材の積雪面積が小さく安全走行性のリスクは低い

路上部材の積雪面積は中位、安全走行性のリスクはやや低い
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海上横断部
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